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◦表紙の “Glistening water,smiling faces and a comfortable town to live. Masaki.”は
　キャッチフレーズの「水きらめき 笑顔あふれる ライフタウン・まさき」です。

   家族のきずな　
　 
　

表紙
「よいしょっ。俊くん大きくなった

なー」。うれしそうにほほ笑む高
木政則さん。大好きなおじいちゃ
んに抱っこされてにっこり笑顔の
俊輔くん（5）。二人とも、保育所
帰りに義農公園で遊ぶこの時間
が大好きです。

　3 世代で筒井に暮らす中島さんファミリー。ご
飯を食べるのも、旅行に行くのもいつも7人一緒。
とっても仲良し家族です。
　「みんなでごはんを食べているときが楽しい」
と口をそろえる子どもたち。農業が趣味だという
おじいちゃんが作った野菜を、家族みんなで食
卓を囲んで食べることが多いといいます。
　亜紀さんは「3 人の子どもたちにとって、おじい
ちゃんとおばあちゃんの存在はすごく大きいんだ
と思います。子どもたちを怒ってしまった時には
なだめてくれて、知恵袋じゃないけど、私たち親
にできない部分をフォローしてくれています」と
感謝します。
　そんな亜紀さんや茂光さんのことを「怒ると怖
いときもあるけれど、いつも優しいです」と子ど
もたちはにっこり。
　「これからも家族みんなで仲良く暮らしていけ
ますように」
　家族みんなの願いは一つです。
　次回は、亜紀さんのママ友、河野真理子さん
家族をご紹介します。

中島正直さん  敎子さん　

　 茂光さん  亜紀さん

　             正弥くん  正樹くん   正伊くん
◦ PROFILE　好きなこと
なかじま・まさなお    農業
なかじま・きょうこ　ウォーキング
なかじま・しげみつ   パソコン
なかじま・あき　　   ピアノ、お菓子やパン作り
なかじま・まさや 　   絵を描くこと（中１）
なかじま・せいじゅ    理科の実験（小４）
なかじま・なおい　   ブロック遊び（年少）

皆さんから友人知人の家族をリレーで
つないで紹介するコーナーです。お誘
いが来たらぜひ登場してくださいね。
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幸
せ
へ
の
方
程
式
は
奉
仕
の
心
に
あ
る

　
　

真
の
戦
力

　

奉
仕
の
人

義
農
作
兵
衛
に
学
べ

や
が
て
地
域
は
動
き
出
す

―

「
身
を
犠
牲
に
し
て
幾
百
人
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
た
ら

私
の
本
望
で
あ
る
」

多
く
の
人
々
の
命
と
村
の
農
業
を
大
飢き

き
ん饉

か
ら
守
る
た
め
、

自
分
の
命
と
引
き
替
え
に
麦
種
を
残
し
た
義
農
作
兵
衛
。

松
前
町
に
は
、
今
な
お
、

奉
仕
の
心
「
義
農
精
神
」
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

人
は
誰
か
を
支
え
た
り
、

誰
か
に
支
え
ら
れ
た
り
し
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
は
共
生
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

「
命
を
か
け
て
」
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も

「
心
を
込
め
て
」
奉
仕
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

ず
っ
と
こ
の
町
で
生
き
て
い
く
た
め
に
、

も
っ
と
寄
り
添
っ
て
生
き
て
い
く
た
め
に
、

今
、「
義
農
精
神
」
を
考
え
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の

まさき    ❖    2010-12 2広報2010-12    ❖    広報  まさき3



「
穀
物
の
種
は
命
よ
り
大
切
」

義
農
作
兵
衛
を
振
り
返
る

徳丸一座の約半年間の芝居稽古、サミッ

ト当日の徳丸の住民をはじめとした大

勢のボランティア。みんなの努力に胸が

いっぱいです。何よりうれしいのは徳丸

が結束できたこと。徳丸の財産です。

　
「
当
日
の
朝
、ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
終
え
て
、
受
付
場
所
に
駆
け

つ
け
る
と
、
開
場
を
待
ち
わ
び
る
長

蛇
の
列
。
驚
き
ま
し
た
」

　

サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
も
興
奮
冷
め
や

ら
ぬ
德
田
唯
純
実
行
委
員
会
会
長
。

７
０
０
席
の
会
場
は
超
満
員
。
立
ち

見
が
出
る
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。　
　

　

今
回
、
地
元
松
前
町
か
ら
は
「
徳

丸
一
座
」「
ひ
ょ
こ
た
ん
一
座
」（
中

川
原
）
の
２
団
体
が
出
演
。
全
国
か

ら
出
演
し
た
４
団
体
と
共
に
個
性
あ

ふ
れ
る
村
芝
居
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
「
ガ
ン
バ
レ　

に
っ
ぽ
ん
酒
」
と

い
う
演
目
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ

た
ひ
ょ
こ
た
ん
一
座
は
、
ユ
ニ
ー
ク

な
舞
台
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

ト
リ
を
飾
っ
た
徳
丸
一
座
の
舞
台

は
「
あ
っ
ぱ
れ
作
兵
衛　

義
農
伝
」。

作
品
は
、
郷
土
の
偉
人
義
農
作
兵
衛

の
半
生
を
描
い
た
愛
と
感
動
の
物

語
。
村
人
を
救
っ
た
作
兵
衛
の
偉
業

を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。
原
作
・

脚
本
は
演
出
家
の
大
澤
紘
一
さ
ん
。

昨
年
、
坊
ち
ゃ
ん
劇
場
の
完
熟
一
期

座
が
演
じ
た
台
本
を
書
き
直
し
た
も

の
で
す
。
音
響
、
照
明
、
大
道
具
な

ど
の
裏
方
は
、
徳
丸
一
座
を
は
じ
め

と
す
る
住
民
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
し
ま

し
た
。

　

出
演
者
17
人
は
、
50
分
の
舞
台
を

創
る
た
め
に
約
半
年
間
練
習
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
役
に
な
り
き
っ
た
迫

真
の
演
技
に
、
客
席
で
は
心
を
揺
さ

ぶ
ら
れ
、
涙
を
流
す
人
の
姿
も
。
ど

ん
ち
ょ
う
が
降
り
て
も
鳴
り
止
ま
な

い
拍
手
が
、
舞
台
の
成
功
を
物
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

３
０
０
年
の
時
を
越
え
、
作
兵
衛

の
精
神
を
再
現
し
た
舞
台
が
現
代
に

生
き
る
私
た
ち
に
語
り
か
け
た
も

の
。
そ
れ
は
、「
奉
仕
の
心
が
人
を
、

地
域
を
救
う
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り

の
原
点
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

「
第
６
回
全
国
む
ら
芝
居
サ
ミ
ッ
ト
in
ま
さ
き
」は
10
月
23
日
、
松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

サ
ミ
ッ
ト
で
大
勢
の
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
た
の
が
義
農
作
兵
衛
の
半
生
を
描
い
た
舞
台
だ
っ
た
。

全国むら芝居
サミット in まさき
実行委員会会長
徳丸一座団員

德田唯
ただ ず み

純さん

1

Story of G
ino Sakube

23

4

5

6

7

9

8

10

11

12

13

14

1_ 貞享５（1688）年、筒井村の貧しい農家に生
まれた作兵衛は、おとなしくて何事にも真面目
な性格で、６、７歳の頃から田に出て父の手助
けをした。物語は作兵衛とおたまの結婚式から
始まる。作兵衛 26 歳、おたま22 歳の時のこと。
作兵衛の母おつるは、１年前の七夕に病死した。

2,3_ やがて作兵衛とおたまの間に作市が生ま
れた。作兵衛の父作平は、じいちゃんになれた
ことを心から喜んだ。七夕の空を見上げ、作兵
衛は作平に「わしはなんとしても自分持ちの田
畑を耕してみたい」と夢を語った。

4,5_ 少しでもお金がたまるように、作兵衛はわ
らじを編んだ。おたまは仕立て物を縫い上げ
た。そして荒地を買い、開墾した。その地で麦
の実が穂をつけるようになった頃、作兵衛はそ
の続きにある八畝の荒地も買いたいと思った。

6_ 荒地を立派な田畑にすれば、自分のものに
なると同時に筒井村のものになると思ったの
だ。組頭は作兵衛の思いを庄屋に、庄屋は役人
に伝えた。役人は作兵衛に「あの田畑はそなた
のもち高には入れられん」と伝えた。下田しか
持たぬ身の作兵衛では年貢を納めきれない、無
理はしてはいけないという考えからだった。

作兵衛は「下田じゃいうて捨
て置きますれば、石高を減ら
すことになってしまいます。
下田でも手を入れて上田にす
るんが百姓の勤め。わしの力
で上田にして年貢も納めてみ
せまする」と申し入れた。い
とこの三郎右衛門をはじめ、
組頭や村人も土下座して願っ
た。こうして八畝の田地は作
兵衛の持ち高となった。

7_ おたまはかわいい女の子・おかめを産んだ。数年後、70 歳に
なった作平は寝込み、16 歳のおかめが看病した。19 歳の作市
は、父に習い、わらじを編んだ。おたまは 40 歳で亡くなった。

8_「作ちゃん、大変じゃ」。3 月から降り始めた長雨で川が増水、
田のせきが切れそうになった。作市と作兵衛は慌てて田へ。

9_ やっと雨が上がって晴れ間が見えた。ここぞとばかりに、みん
なで力を合わせて田植えをした。

10_ 喜びもつかの間、突然の雷鳴と稲光。そして、猛烈な雨と風。
「いかん、土手がきれた」。悲痛な叫びが広がる。役人、庄屋と組
頭が筒井村の飢餓のありさまを巡察した。村は水浸し、麦は腐
り、稲は育たなかった。さらに稲にウンカという虫が発生。食べ
物がなくなった農民は一人、二人と死んでいった。

11_ ６月に作平を、８月に作市を失った作兵衛は、とうとう畑で
倒れた。村人たちは作兵衛を家に連れて帰った。三郎右衛門、組
頭、庄屋、おかめ、村人みんなが作兵衛を囲んだ。

12_ 作兵衛は一俵の俵を見せて言った。「この俵に麦を一斗ほど
残しとる。麦種にしよ思ての」。村人は驚き、おかめと二人、これ
を食べて生き延びるよう言った。しかし、作兵衛は「食べてしも
たら来年からどうして生きていくんじゃ。この麦種をおまえに
預けるけん。きっと麦が実るように立派に
してくれ」と言い残し、息を引き取った。

13_ 幻想の世界。「母ちゃん」。作兵衛はお
つるに駆け寄って泣いた。おかめも作平も
作市も、みんなで麦種をまいた。

14_ 命の花、愛の花を咲かせようと歌った。
「農は国の基、種は農の本よ。だからわし
ら百姓は、その種を大事に育てて、命の花
が立派に咲くようにせんといかん」と。
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「
義
農
精
神
」が
息
づ
く
町

こ
こ
に
も
、あ
そ
こ
に
も
作
兵
衛

伊
予
郡
教
育
倶
楽
部
は
、
義
農
作
兵

衛
・
鍵
谷
カ
ナ
の
功
徳
表
彰
会
を
開

く
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。
両
氏
を
題

材
に
し
た
詩
歌
・
俳
句
な
ど
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
作
品
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。「
宮
を
た
て
て
稲
の
神
と

ぞ
あ
が
め
け
る
―
正
岡
子
規
」「
義
農

名
は
作
兵
衛
と
申
し
国
の
秋
―
高
浜
虚

子
」な
ど
著
名
な
俳
人
か
ら
も
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

明
治
45（
１
９
１
２
）
年
に
は
前
内

務
大
臣
平
田
東
助
が
義
農
の
墓
を
参

拝
。
こ
れ
を
機
に
、
頌
徳
碑
建
立
と
義

農
精
神
発
揚
の
た
め「
義
農
会
」
が
発

足
し
ま
し
た
。
大
正
２（
１
９
１
３
）

年
９
月
23
日
に
は
盛
大
な
祭
典
が
行
わ

れ
、
松
前
小
学
校
の
児
童
と
職
員
が
神

社
と
墓
に
義
農
精
神
を
銘
記
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
義
農
祭
行
事
は
後
々

ま
で
続
き
、
大
正
13（
１
９
２
４
）
年

に
は
伊
予
実
業
学
校
生（
＝
現
伊
予
農

業
高
等
学
校
）
が
、
昭
和
に
な
る
と
松

　

作
兵
衛
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
、
麦
種

は
村
人
に
よ
っ
て
大
切
に
ま
か
れ
ま
し

た
。
作
兵
衛
の
壮
絶
な
最
期
は
、
筒
井

村
庄
屋
か
ら
藩
庁
へ
上
申
さ
れ
ま
し

た
。
藩
庁
は
享
保
17（
１
７
３
２
）年
、

い
と
こ
の
三
郎
右
衛
門
に「
作
職
一
切

預
か
り
」「
作
兵
衛
の
襲
名
」と「
追
善

執
行
」
を
命
じ
、
米
５
俵
を
贈
り
、
墓

碑
の
建
設
を
命
じ
ま
し
た
。
松
山
藩
は

年
貢
を
免
除
、
村
人
は
飢
饉
の
苦
し
み

か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

作
兵
衛
の
死
か
ら
44
年
後
の
安
永
５

（
１
７
７
６
）年
、
伊
予
松
山
藩
主
・
松

平
定
静
は
、
彼
の
功
績
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
頌し

ょ
う
と
く徳

碑
を
建
立
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
作
兵
衛
の
尊
い
自
己
犠
牲
の
精

神
は
多
く
の
人
々
に
語
り
継
が
れ
、
明

治
14（
１
８
８
１
）
年
に
は
筒
井
と
近

隣
村
の
有
志
が
作
兵
衛
を
し
の
び
神
社

「
義
農
神
社
」建
立
を
申
請
し
、
許
可
さ

れ
ま
し
た
。

　

明
治
29（
１
８
９
６
）
年
、
下
浮
穴

山
農
業
生（
＝
現
愛
大
附
属

農
業
高
等
学
校
）
が
加
わ
り
ま

し
た
。
相
撲
大
会
も
年
を
重
ね
る
ご
と

に
参
加
地
域
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

平
田
東
助
の
来
訪
は
義
農
精
神
高
揚

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
義
農

作
兵
衛
の
義
気
を
全
国
に
広
め
、
義
農

精
神
の
体
得
に
努
め
よ
う
と
す
る
気
風

を
起
こ
し
た
の
で
す
。

　

昭
和
３（
１
９
２
８
）
年
、
郡
役
所

廃
止
に
伴
い
、
義
農
会
長
は
松
前
町
長

に
移
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
４
月
23
日
に

は
県
知
事
、
郡
内
町
村
長
ほ
か
大
勢
の

町
内
有
志
が
参
列
し
て
、「
近
来
ま
れ

な
る
祭
典
」を
行
い
ま
し
た
。

　

昭
和
７（
１
９
３
２
）
年
に
は
松
前

に「
義
農
青
年
団
」
が
発
足
。
毎
月
23

日
に
義
農
神
社
に
集
ま
っ
て
、
義
農
唱

歌
を
斉
唱
し
た
り
、
講
和
を
聞
い
た

り
、
墓
地
を
清
掃
し
た
り
す
る
行
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
義
農
精
神

高
揚
の
気
風
は
各
地
に
及
び
、
全
国
各

地
か
ら
訪
問
参
拝
者
が
相
次
ぐ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
頃
か

ら
戦
時
体
制
に
入
っ
た
た
め
、
昭
和
10

（
１
９
３
５
）
年
に
は
顕
彰
事
業
は
や

義農祭
作兵衛の遺徳をしのんで毎年 4 
月 23 日に開かれています。式
典のほかに「義農太鼓」「伊予万
歳」などの伝統芸能が披露され
たり、生産者が持ち寄った野菜・
花・果物などが販売されたりし
ています。 

わ
が
身
を
犠
牲
に
し
て
麦
種
を
守
っ
た
作
兵
衛
。

人
々
か
ら
義
農
と
し
て
追
慕
さ
れ
、
そ
の
功
績
は
今
な
お
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

「
義
農
精
神
」が
伝
説
と
な
っ
た
そ
の
理
由
と
は
？

む
な
く

中
止
に
な
り
ま
し

た
。

　

昭
和
30（
１
９
５
５
）
年
に

な
る
と
、
当
時
の
町
長
に
よ
っ
て

義
農
会
が
再
び
組
織
さ
れ
、
義
農
神

社
建
立
と
義
農
公
園
の
維
持
活
動
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
32（
１
９
５
７
）
年
に
は
、
義

農
神
社
と
義
農
公
園
が
整
備
さ
れ
、
以

来
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
毎
年
４
月
23

日
に
義
農
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

まさき音頭　
詞　日野菅夫

瀬戸の春風　麦田に吹けばヨ

義農祭りの　人の波

忘れられない　われらが偉人

偲ぶ心に　笛が鳴る　ホラ

みんな踊ろよ　輪になって

なもしまさきは

よいところ

松前小学校校歌

運動会や盆踊り…。松前に
住 む 人 な ら 誰 で も 一 度 は
踊ったことがあるのでは？
合併 35 周年を記念して一
般公募で選ばれた歌詞に作
兵衛をしのぶ心がうたわれ
ています。

義農まんじゅう

義農作兵衛
詞　星野哲郎／曲　島津伸男

1990 年に作詞家・故星野哲郎さん作詞による『義農作兵
衛』という歌が誕生。水前寺清子さんが歌いＣＤを出しま
した。

義農太鼓（昭和56年）

校長として松前小学校に勤めている
時に発足させました。これからも「義
農精神」をつないでいってほしいで
す。来年は義農太鼓発足30年。節目
の年に、何か大きなイベントができ
ればいいですね。

義農精神を太鼓の心として、 豊かでたくましい松前人を
目指し、松前小児童の手から手へと継承されています。

義農まんじゅうの会会長
山田貞子さん
義農作兵衛は松前町の歴史です。作
兵衛のやさしい心を思うと、これで
終わってはいけないと思いました。
いつの時代も考えてほしいし、つな
いでほしくて。おまんじゅうにした
ら伝えていけるのかなと思って作り
ました。

麦みそを使った小振りなお
ま ん じ ゅ う は 昔 懐 か し い
味。山田貞子さん = 南黒田 =
を中心に「生活研究グルー
プ」が考案。現在は「義農ま
んじゅうの会」が義農祭で
販売しています。

句碑
作兵衛の功績は、大勢の著名な歌人
や俳人によって詠まれました。高浜
虚子は義農神社で「義農名は作兵衛
と申し国の秋」と詠みました。正岡
子規は「初鶏も知るや義農の米の恩」
と詠んでいます。虚子の句碑は義農
神社に、子規の句碑は松前中学校前

（写真）に建てられています。

詞　星野哲郎／曲　島津伸男

「義農作兵衛」のカップリン
グ曲。作兵衛の生きざまが
描かれています。伊予民踊
研究会はこの曲に合った振
り付けをして、数多くの発
表の場に立っています。

愛農炎歌

ま
ち
の
い
ろ
ん
な
機
会
に
、
い
ろ
ん
な
場
所
で
、
作
兵
衛
は
生
き
て
い
ま
す
。

松前町文化協会会長
滿田泰三さん

詞　黒田勉

匂う若苗野はひろびろと

義農の誓い花開く

みんなやさしいよい子ども

明るい海がよんでいる

たのしい松前小学校

松前小学校の校歌の２番には、義
農精神がうたわれています。

明治 14 年、作兵衛をまつ
る「義農神社」が建てられ
ました。昭和 33 年には神
社に銅像も建てられ、毎
年 4 月 23 日にはここで義
農祭が行われています
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人
々
を
動
か
す
Ｄ
Ｎ
Ａ

現
代
の
義
農
作
兵
衛
を
探
せ　

分
が
助
け
て
も
ら
お
う
と
行
動
し
た

こ
と
が
、
実
は
誰
か
を
助
け
て
い
る

こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
そ
う
、
自

分
を
犠
牲
に
し
な
く
て
も
人
の
役
に

立
つ
こ
と
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。
大
切
な
こ
と

は
、
そ
こ
に
気
付
く
こ
と
で
す
。

　

ど
ん
な
に
小
さ
な
行
動
で
も
、
誰

か
の
た
め
に
な
る
こ
と
は
、
そ
れ
自

体
が「
奉
仕
」
で
す
。
実
は
、
こ
の

ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
こ
そ
、
奉
仕
の

心
を
長
続
き
さ
せ
る
秘
け
つ
。
好
き

だ
か
ら
こ
そ
続
け
ら
れ
る
、
そ
れ
を

誰
か
が
喜
ん
で
く
れ
た
な
ら
、
こ
ん

な
に
す
て
き
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

小
さ
な
奉
仕
の
積
み
重
ね
は
、
自

分
の
心
を
豊
か
に
し
ま
す
。
自
分
の

心
が
豊
か
に
な
る
と
、
家
族
の
心
が

豊
か
に
な
り
ま
す
。
心
豊
か
な
家
族

が
増
え
る
と
、
や
が
て
地
域
は
動
き

出
し
ま
す
。

　

作
兵
衛
の
精
神
は「
義
農
精
神
」

と
し
て
今
日
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　

義
農
精
神
は「
私
」よ
り「
公
」を
、

「
己
」よ
り「
他
」を
大
切
に
す
る
奉

仕
の
心
。
し
か
し
、
今
は
、
必
ず
し

も
全
て
の
人
が「
私
」よ
り「
公
」を

優
先
で
き
る
時
代
で
も
な
け
れ
ば
、

「
己
」よ
り「
他
」を
大
切
に
で
き
る

社
会
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て

や
、
わ
が
身
を
犠
牲
に
す
る
機
会
も

な
か
な
か
な
い
時
代
で
す
。

　

わ
が
身
を
犠
牲
に
、
ま
で
と
は
い

か
な
く
て
も
、
奉
仕
の
心
で
活
躍
し

て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

今
回
、
３
組
の
皆
さ
ん
か
ら
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

自
分
が
し
た
く
て
や
っ
て
い
る

こ
と
が
、
誰
か
に
喜
び
を
与
え
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が
好
き

で
や
っ
て
い
る
こ
と
が
、
人
の
役
に

立
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自

　地元の秋祭りに参
加する人が減り、みこ
しが担げなくなった
時、私が部長をして
いた消防団が中心と
なって担ぐようにな
りました。そしたら

「昔やりよった芝居や
ろや」という話から、
動き出すことにしま
した。復活後、初の芝居で主役を任されました。心で演じ
るのは難しく、人前に立つのは恥ずかしかったですよ。
でも、いざやってみると見てもらうのがうれしかったで
すね。地元の人も「今度何するん？」って言ってくれます。
そういう声があるから続けられています。

　昔も今と同じで、虫
干祭の時に神社にス
テージを設けて村芝
居が披露されていま
した。昭和20年代、私
は県外に出ていまし
たが、夏休みに徳丸に
戻って来ては、村芝居
を見ていました。だか
ら、村芝居が復活して

とても懐かしく思い、本当にうれしかったです。以来、毎
年村芝居は欠かさずに妻と見に来ています。先日の全国
サミットにも行きました。周りに座っていた人がみんな、
徳丸一座の芝居で涙を流していました。心に響き、たく
さん感動をもらいました。

八束礼三さん   徳丸

Yatsuzuka Reizo 
× Senba Noritaka

仙波規孝さん   徳丸

大
勢
の
人
の
思
い
が
重
な
り
合
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た「
義
農
精
神
」。

今
、
松
前
町
に
は
義
農
作
兵
衛
の
よ
う
な
人
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

現
代
の
義
農
作
兵
衛
を
探
す
。

Higashiura Motoki
Hamada Jin 
× Nakajima 
Michitomo  

　仲島コーチは厳しい時もあるけど優しいコーチです。
「ミートシュートがうまいからどんどん打っていけ」とか
「得意なドリブルを生かせ」とか、選手一人一人のいいと
ころをほめながら指導してくれるので、頑張ろうという
気持ちになります。それから、コーチは僕たちのことを
信用してくれています。だから僕たちもコーチの指導に
応えられるように、強い気持ちでバスケをしたいと思っ
ています。バスケを教えてもらうのが仲島コーチでよ
かったです。

　 娘 が ミ ニ バ ス に
入 っ た の が 指 導 の
きっかけでした。私は
中学時代からバスケ
を始め、社会人になっ
ても続けるほどバス
ケが好きです。当時
はまだ女子しかなく
て、下の息子は女子の
中に一人入って練習
していました。それなら男子チームをつくろうと思って。
以来、男子チームを指導しています。教えたことを子ど
もが一生懸命やってくれるのがうれしいですね。こちら
がエネルギーをもらっています。15年間指導を続けてこ
れたのは、やっぱりバスケが好きだからです。

東浦元樹くん（小６）南黒田・写真㊧

濱田　仁くん（小６）南黒田・写真㊨
仲島徳朋さん   新立

　育児相談がしたく
て５年前から参加し
ています。最初に来た
のは上のお姉ちゃん
が１歳の時。週1回の
集まりでは、工作をし
たり、料理をしたりし
ながら、育児に関する
ことをたくさん学ぶ
ことができました。い
ろんな年齢の子どもが参加しているので、お姉ちゃんは
お姉ちゃんで、サークルの中で自分より小さい子と遊び
ながら「小さい子には優しくしなきゃいけない」というこ
とを学んでいきました。だから今、航汰の面倒をよくみ
てくれています。

　今年の 5 月から参
加しています。初めて
の子育てに悩んでい
る時にこのサークル
に出合い、参加するよ
うになりました。最初
に参加した時は、まだ
夢翔が３カ月だった
ので、周りが気遣って
くれたり、先輩ママが

アドバイスしてくれたりしてうれしかったです。子ども
たちも赤ちゃんだと分かるので、小さいながらにも気を
遣ってくれました。さっきも夢翔が食べられそうな食事
を「夢くんどうぞ」と渡してくれたんですよ。親も子ども
もお互いに影響を受けながら成長しています。

山田　愛さん     筒井

　　航汰くん（３）

 Fukano Kaori ,Yumeto
×Yamada Megumi ,Kota

深野香織さん  徳丸

　　夢翔くん（９カ月）

育児仲間がほしい 入園前の子どもを持つ母親の子育てサークル「Cherry Blossom」。インター
ネットで知り合った育児中の母親のオフ会として町内で始まった。「育児
仲間がほしい」という思いが集まり、形となって輪を広げている。 村芝居が好き 高忍日売神社の虫干祭で、毎年村芝居を上演している「徳丸一座」。昭和 44 年から

25 年活動が中止されていたが、仙波規孝初代座長らによって平成 5 年に復活。そ
こには芝居をしたい人と見たい人の思いが交差する。

バスケがしたい 毎週水、土、日曜日に活動している「松前スポーツ少年団松前オールスターズ・
ミニバスケットボールクラブ」。仲島徳朋さんが指導、23 人の子どもたちが練習
に励んでいる。「バスケがしたい」という思いが、指導者と選手をつないでいる。
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奉仕がつくる宝
ほ う

志
し

の町
奉仕は凡人を才人に変える
「荒れ地を耕し、麦種を残す」。その行動の背景には、
みんなで豊かになろうとする夢が描かれていた。

前
で
第
九
を
や
ろ

う
」

　

そ
れ
は
滿
田
泰
三

文
化
協
会
長
の
一
言
が
き
っ
か

け
で
始
ま
り
ま
し
た
。
会
長
か

ら
実
行
委
員
会
立
ち
上
げ
の
相

談
を
受
け
た
実
行
委
員
の
麻

生
美
智
子
さ
ん
は「
指
導
者
も

い
な
い
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
な

い
中
で
第
九
な
ん
て
、
無
茶
に

思
え
ま
し
た
。
す
ぐ
に
や
り
ま

し
ょ
う
と
は
返
事
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

麻
生
さ
ん
は
、
公
民
館
で
合

唱
指
導
を
し
て
い
る
八
木
代
志

子
さ
ん
や
國
広
由
佳
さ
ん
と
共

に
、
町
内
関
係
の
ソ
リ
ス
ト
や

県
立
伊
予
高
校
の
吹
奏
楽
部
に

掛
け
合
い
ま
し
た
。
そ
し
て
１

年
半
後
、
つ
い
に
夢
は
実
現
し

た
の
で
す
。

　
「
２
０
０
９
松
前
町
第
九
演

奏
会
」
は
昨
年
12
月
20
日
、
松

前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
小
学
生
か
ら
80
代
ま
で
総

勢
２
１
４
人
の「
松
前
町
第
九

合
唱
団
」が
高
ら
か
な
歌
声
を

響
か
せ
ま
し
た
。

　

会
場
は
約
７
０
０
人
の
聴
衆

で
満
席
状
態
。
ス
テ
ー
ジ
は
、

第
４
楽
章「
ア
レ
グ
ロ
・
コ
ン
・

フ
ォ
ー
コ
」
か
ら
始
ま
り
、
ソ

し
た
作
兵
衛
と
、
そ
の
思
い
に

心
動
か
さ
れ
て
行
動
し
た
村
人

の
姿
に
重
な
り
ま
す
。

　
「
参
加
し
て
く
れ
る
人
が
い

る
か
ら
」「
聞
い
て
く
れ
る
人

が
い
る
か
ら
」「
歌
う
場
を
つ

く
っ
て
く
れ
た
人
が
い
る
か

ら
」「
演
奏
し
て
く
れ
る
人
が

い
る
か
ら
」「
教
え
て
く
れ
る

人
が
い
る
か
ら
」「
歌
っ
て
く

れ
る
人
が
い
る
か
ら
」。
第
九

合
唱
団
と
そ
の
周
り
に
は
、
奉

仕
の
心
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
一
体
感
が
生
ま
れ
て
い
ま

し
た
。　

　

個
人
プ
レ
ー
に
限
界
が
あ
る

よ
う
に
一
人
の
奉
仕
に
も
限
界

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
二
人
が
力
を
合
わ
せ
る
と

１
＋
１
＝
２
で
は
な
く
、
３
に

も
４
に
も
な
る
力
を
発
揮
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

大
勢
の
人
の
力
が
一
つ
に
ま

と
ま
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に

「
不
可
能
が
可
能
」に「
夢
が
現

実
」に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

奉
仕
の
連
鎖
は
、
人
と
人
と

を
つ
な
ぎ
、
ま
ち
に
一
体
感
を

も
た
ら
し
ま
す
。
チ
ー
ム
プ

レ
ー
こ
そ
、
限
界
を
突
破
す

る
、
描
い
た
夢
を
実
現
す
る
最

善
の
方
法
な
の
で
す
。

やれるか不安でしたが１年越しで計
画すればできるかなとチャレンジし
た松前町第九。指導してくれる人、合
唱団に入ってくれた大勢の人のおか
げで動き出しました。周りに「よかっ
たよ」「来年は出たい」と言われると
続けずにはいられませんでした。

歴史的な傑作であるベートーベンの
第九に、幅広い世代の人と一緒にチャ
レンジできてうれしく思います。去
年大勢の人に聞いてもらいました。
今年も手作り感を大事にしながら、
人の良さがにじみ出るような演奏を
お届けしたいです。

今年初めて参加しました。音楽は好
きだけど合唱経験はありません。去
年は参加する勇気がなくて。今年は
顔を知っている人もいるし、松前町
第九演奏会という身近なチャンスに
思い切ってのりました。楽しいです。
参加してよかったです。

大勢の人が一緒になって、大勢の人前
で歌う。去年のあのステージでの一
体感が忘れられず今年も参加しまし
た。前回は緊張してしまって余裕が
なかったので、２度目の今年はステー
ジからじっくりお客さんの表情を見
て歌いたいです。

去年もそうだったけど、ドイツ語の
歌詞を覚えるのが大変です。でも、ひ
まわり合唱団だとソプラノしかない
ので、アルトやテナーの人と一緒に
歌えてうれしいです。それから、高校
生の生演奏で歌うことができるのも
幸せです。

ピアノを習っている娘がベートーベ
ンの曲を練習していたので、昨年聴
きに行きました。ホール全体に響く
美しい歌声は迫力満点。こんなにも
本格的な第九を地元で聴かせてもら
えてうれしいです。今年も聴きに行
きます。今から楽しみです。

原博邦さん

Hara Hirokuni
合唱団員

1_11 月 14 日、今年初めて文化センターホールで
練習が行われた　2_ 合唱の練習は週に１回。約
半年続く。ストレッチや発声練習なども欠かせ
ない　3_ 小学生から 80 代まで約 200 人が参加。
経験の有無を問わず声を出す　4_ 昨年の演奏会
の様子。「2010 松前町第九演奏会」は 12 月 19 日
㊐ 14 時から松前総合文化センターで開かれる

234

志は高く、敷居は低く
世代を超えて一体感をもたらした第九

長谷川公彦さん

Hasegawa Kunihiko

指揮  伊予高吹奏楽部顧問

麻生美智子さん

Asou Michiko
合唱団員　松前町第九実行委員

Tamanoi Yuu
Higashi Mai

玉乃井優さん
ひまわり合唱団

東麻依さん
兵頭美貴子さん

Hyodo Mikiko

合唱団員

リ
ス
ト
志
村
文
彦
さ
ん
の
掛
け

声
に
合
わ
せ
て
２
１
４
人
が
迫

力
満
点
の
大
合
唱
。
息
の
合
っ

た
歌
声
に
、
会
場
か
ら
割
れ
ん

ば
か
り
の
拍
手
と
歓
声
が
起
こ

り
ま
し
た
。

　

第
九
を
初
め
て
聴
い
た
と
い

う
西
古
泉
の
主
婦
辻
井
美
由
紀

さ
ん
は「
こ
こ
ま
で
や
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
力
強
く

て
美
し
い
歌
声
に
、
た
だ
た
だ

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
」と
興
奮
気

味
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

演
奏
会
は
大
成
功
。
終
了

後
、
実
行
委
員
会
に
は
多
く
の

反
響
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
今
年
も
、
ミ
ラ
ノ
か
ら
藤

岡
陽
子
さ
ん
、
ボ
ス
ト
ン
か
ら

八
木
徹
雄
さ
ん
を
ソ
リ
ス
ト
に

迎
え
て「
第
九
」
を
開
催
す
る

こ
と
に
。
現
在
、
12
月
19
日
の

演
奏
会
に
向
け
、
練
習
は
大
詰

め
を
迎
え
て
い
ま
す
。

楽
を
通
し
て
松
前
町

を
盛
り
上
げ
た
い
」

　

そ
ん
な
思
い
が

地
域
を
越
え
て
広
が
り
、
一
つ

に
な
っ
た「
松
前
町
第
九
演
奏

会
」。
そ
れ
は
ど
こ
か
、
み
ん
な

で
豊
か
に
な
ろ
う
と
夢
を
描

き
、
荒
地
を
耕
し
、
麦
種
を
残

第九（交響曲第 9 番）　ベートーベンの交響曲第 9 番ニ短調作品 125（ドイツ語 : Sinfonie Nr. 9 d-moll op. 
125）は、ベートーベンの 9 番目にして最後の交響曲。日本では親しみを込めて「第九」（だいく）とも呼ば
れている。

「
松

「
音

Interview

1

Tsujii Natsumi
Miyuki

辻井夏海さん 美由紀さん
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奉仕と感謝の連鎖
奉仕の心を長続きさせるには「感謝する」ことが大事。
感謝の気持ちが伝われば、また奉仕したくなる。
奉仕と感謝の「連鎖」が、やる気や行動を生み出している。

　

松
前
に
は
、
奉
仕
の
心
を
持
っ

た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
誰
か

の
役
に
立
つ
こ
と
を
当
た
り
前
に

し
て
い
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
第
九
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
一
人
一
人
の
力
は
小
さ
く
て

も
、み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、

地
域
を
動
か
す
ほ
ど
の
大
き
な
力

に
な
り
ま
す
。

　
自
分
で
は
気
付
か
な
い
小
さ
な

行
動
が
、
誰
か
を
笑
顔
に
し
て
い

ま
す
。
周
囲
に
小
さ
な
幸
せ
を
与

え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
気
付
い

て
い
ま
す
か
？
　
そ
れ
が「
奉
仕
」

で
す
。
気
負
わ
な
い
行
動
だ
か
ら

こ
そ
、
無
理
の
な
い
活
動
だ
か
ら

こ
そ
長
続
き
す
る
の
で
す
。

　
一
方
、
奉
仕
を
続
け
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
は
、「
感
謝
」
の
気

持
ち
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。「
お

疲
れ
さ
ま
」「
あ
り
が
と
う
」。
素

直
な
言
葉
は
、
ま
た
、
人
を
動
か

し
ま
す
。
自
分
の
行
動
が
、
人
の

役
に
立
っ
て
い
る
と
感
じ
れ
ば
、

誰
だ
っ
て
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　「
奉
仕
の
心
」
は
「
感
謝
の
気

持
ち
」
を
生
み
ま
す
。「
感
謝
の

気
持
ち
」
が
生
ま
れ
る
と
、
ま
た

「
奉
仕
」し
た
く
な
り
ま
す
。そ
う
、

奉
仕
と
感
謝
は
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
す
。
奉
仕
と
感
謝
の「
連
鎖
」

が
、
や
る
気
や
行
動
を
起
こ
す
の

で
す
。

　
そ
の
積
み
重
ね
が
「
あ
の
人
を

放
っ
て
お
け
な
い
」
と
い
う
「
奉

仕
の
人
」
を
増
や
し
ま
す
。「
奉

仕
の
人
」
が
増
え
る
と
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
広
が
り
、
地
域

に
一
体
感
が
生
ま
れ
ま
す
。
だ
か

ら
地
域
は
強
く
な
る
の
で
す
。

　
さ
あ
、「
奉
仕
の
人
」
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た

の
一
歩
が
地
域
を
変
え
る
力
に
な

り
ま
す
。平
成
の
義
農
作
兵
衛
は
、

こ
こ
松
前
に
住
み
、
生
き
る
あ
な

た
な
の
で
す
。

「
義
農
精
神
」
が

松
前
人
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
な
ら

「
作
兵
衛
主
義
」
は

松
前
を
変
え
る
指
針
や
信
念
で
す

奉
仕
の
人
が
つ
な
が
れ
ば

き
っ
と
町
は
変
わ
り
ま
す

も
う
お
気
付
き
で
す
ね

平
成
の
作
兵
衛
は

こ
の
特
集
を
最
後
ま
で
読
ん
だ

あ
な
た
で
す

「あっぱれ作兵衛　義農伝」のラストシーン。出演者全員が
テーマ曲「思いは伝わる」を手話付きで歌った。頭をさげな
がら右手を上げる手話は感謝の気持ち「ありがとう」です

｟GINO SPIRIT_ One & Only｠
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まさき文化祭

鼓
。
息
の
合
っ
た
威
勢
の
良
い
バ

チ
さ
ば
き
が
会
場
を
魅
了
し
ま
し

た
。伊
予
万
歳
や
日
本
舞
踊
、コ
ー

ラ
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
、
町
内

で
活
躍
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に

よ
る
発
表
の
数
々
が
、
２
日
間
会

場
を
沸
か
し
続
け
ま
し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
各
フ
ロ
ア
で
行

わ
れ
た
作
品
展
示
会
に
は
、
愛
好

家
に
よ
る
絵
画
や
手
工
芸
な
ど

２
２
２
９
点
の
作
品
が
集
結
。
個

性
あ
ふ
れ
る
作
品
の
数
々
は
訪
れ

た
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
ま
し
た
。

　

庁
舎
前
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
▼

神
戸
大
モ
ダ
ン
・
ド
ン
チ
キ
に
よ

る
チ
ン
ド
ン
屋
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

▼
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
▼
獅
子

舞
競
演
会
―
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
祭
り
を
彩
り
ま
し

た
。
ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
周
辺

に
ず
ら
り
と
並
ん
だ
テ
ン
ト
で

は
、
ま
つ
ま
え
町
の
特
産
品
の
ほ

か
、
地
元
の
特
産
品
や
手
作
り
の

食
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
２
日
間

と
も
朝
早
く
か
ら
大
勢
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
さ
き
文
化
祭
―
。
演
技
を
披

露
し
た
人
、作
品
を
展
示
し
た
人
、

舞
台
裏
で
支
え
た
人
、
祭
り
に
参

加
し
た
人
な
ど
、「
２
０
１
０
育

て
よ
う　

文
化
の
息
吹
」
を
テ
ー

マ
に
交
わ
さ
れ
た
人
と
人
と
の
交

流
は
、
ま
さ
き
の
文
化
の
輪
を
大

き
く
広
げ
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
ま
さ
き
文
化
祭

は
10
月
30
日
と
31
日
の
両
日
、
松

前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は

▼
芸
能
発
表
会
▼
作
品
展
示
会
▼

ま
つ
ま
え
・
ま
さ
き
姉
妹
都
市
交

流
物
産
展
▼
各
種
バ
ザ
ー
▼
こ
ど

も
作
品
展
―
な
ど
が
行
わ
れ
、
大

勢
の
人
が
芸
術
の
祭
典
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

初
日
、
午
前
10
時
。
会
場
に
は

威
勢
の
よ
い
湧
水
太
鼓
の
客
寄
せ

太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
き
ま
す
。
い

よ
い
よ
文
化
祭
の
幕
開
け
。
会
場

の
雰
囲
気
が
高
ま
り
ま
す
。

　

程
な
く
し
て
庁
舎
前
の
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
始
ま
っ
た
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
小
池
ム
ツ

美
教
育
委
員
長
に
よ
る
開
式
宣
言

に
続
き
、
白
石
勝
也
町
長
が
「
ふ

れ
あ
い
の
文
化
の
輪
を
広
げ
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
今
年
は

ま
つ
ま
え
・
ま
さ
き
姉
妹
都
市
提

携
20
周
年
を
記
念
し
て
、
前
田
一

男
ま
つ
ま
え
町
長
を
は
じ
め
、
ま

つ
ま
え
の
児
童
12
人
が
来
町
。
子

ど
も
た
ち
は
勇
壮
な
「
南
中
ソ
ー

ラ
ン
ヨ
サ
コ
イ
」
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
後
は
、

各
会
場
で
続
々
と
イ
ベ
ン
ト
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
広
域
学
習
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
芸
能
発
表
会
の

ト
ッ
プ
を
飾
っ
た
の
は
義
農
太

第 35 回まさき文化祭
―2010　育てよう　文化の息吹―　

4.6_庁舎前で行われた「マグロの解体ショー」。
に大勢の人が列を作った　5_福祉センターでは
「福祉ふれあいフェア2010」が同時開催された
8.9_大勢の家族連れでにぎわった作品展

2.3_まつまえ町の児童による「南中ソーランヨサコイ」や
まさきのイメージキャラクターマッキーとおたたさんの披
露、風船飛ばしなど、華やかに行われたオープニング

1.9.10.12_松前総合文化センターで行われた芸能
発表会には、45団体、総勢569人が参加。美し
い歌声、鮮やかな舞などで観客を魅了した

11_文化センターにはお茶席も
登場。子どもから大人まで幅
広い世代の人に楽しまれた

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

12 11
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Monthly   Topics

　商店街の活性化を目指して、松前町商工会 ( 三好茂会
長 ) は10 月22日、同町商店街内に交流拠点施設「ふれ
あい館」をオープンしました。
　ふれあい館は、趣味などを育む各種教室、展示会、個
展、講習会などの場として利用できます。利用希望者は
松前町商工会（☎ 984-1427）まで。

地域の交流拠点を商店街に
ふれあい館オープン

　毎年、県選挙管理委員会は小学生から高校生を対象
に、明るい選挙を啓発するポスターを募集しています。
　今回もたくさんの応募がありました。愛媛県での審査
会で、松前町からは北伊予中学校 3 年生の亀元里沙さん
が入選しました。

一票の重みを訴える
明るい選挙啓発ポスターコンクール

　全国各地に伝わる田舎芝居を集めた「全国むら芝居サミッ
トinまさき」は10 月23日、松前総合文化センターで開かれ
ました。サミットは、平成 14 年、村芝居が盛んな兵庫県旧加
美町（現多可町）で第１回が開催され、現在は、徳丸一座など
24 団体が加盟しています。6 回目の今回は、徳丸一座、ひょこ
たん一座（中川原）のほか、新潟、愛知、兵庫の計 6 団体が上
演し、観客約 800人が楽しみました。德田唯純実行委員会会
長 = 徳丸 = は「ようこそ松前町へ。6 団体の熱演を、緊張する
ことなく見ていただいて、大いにお楽しみください」と歓迎の
あいさつをしました。
　オープニングを飾ったひょこたん一座は「ガンバレ　にっぽ
ん酒」で、ユーモラスな動きやセリフで客席の笑いを誘いま
した。また、トリを務めた徳丸一座は「あっぱれ作兵衛　義農
伝」を演じ、作兵衛が麦種を残して死ぬクライマックスシーン
では、涙したりおひねりを投げたりする人もいました。
　嶌田優華さんは、徳丸一座で作兵衛役の夫・浩さんの演
技を客席から見つめ「たくさん練習しているのをそばで見てき
たので安心して見ることができました。こんなに大勢のお客
さんに見てもらえてうれしい」と話していました。

　環境省と３Ｒ推進活動フォーラムは、小・中学生を対
象に３Ｒに関する啓発用ポスターを公募し、コンクール
を実施しています。
　今年度も、小・中学校の皆さんから多数の作品が寄
せられました。選考の結果、松前小学校 5 年生の谷本亮
輔さんと松前中学校 2 年生の京極友美さんの作品が松
前町審査で最優秀賞となりました。また、北伊予小学校
３年の岡田拓朗さんの作品が、佳作の全国表彰を受賞
しました。

超満員の観客に感動を
第 6 回全国むら芝居サミットｉｎまさき

ごみ減量を呼びかけよう
３Ｒ促進（ごみ減量）ポスターコンクール

1_ 歓迎のあいさつをする実行委員
会会長の德田唯純さん　2_ ＭＣの
阿藤快さんとトークを交わす徳丸
一座座長の八城秀樹さん　 3_ 徳
丸一座は歌あり、踊りありでミュー
ジカルさながらの演技を披露した
4_ ひょこたん一座は、日本酒をテ
ーマに「ハイボール」「サッカーワー
ルドカップ」「ゲゲゲの女房」など、
今年の話題を盛り込んだ芝居で会
場を沸かせた

1_ 白石佳 代子さん（写真左）
の個展「青の世界」が、オープ
ンから10 日間 展 示された　
2_ 開館式には大勢の来賓が
訪れ、個展を堪能した

　西高柳地区（烏谷太紀勇区長）より、松前町大規模地震災
害対策基金に充ててほしいと、文化祭の売り上げの一部が寄
附されました。
　同地区からの寄附は昨年に引き続き行われたものです。大
規模災害が起こった際の応急対策や復旧対策などに利用さ
せていただきます。ありがとうございました。

西高柳地区が町へ寄付
災害対策基金へ寄付

松前小５年
谷本　亮輔さん

北伊予中 3 年

亀元　里沙さん

松前中２年
京極　友美さん

北伊予小３年
岡田　拓朗さん

松前町審査最優秀賞

松前町審査最優秀賞

全国 3R 促進ポスター
コンクール　佳作

１

２

３４
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地元産マコモタケをプレゼント

　町内の子どもたちに食べてほしいと、門屋富雄
さん = 徳丸 = が、学校給食に「マコモタケ」を
プレゼントしました。
　マコモタケは日本国内の生産が少なく、まだな
じみの薄い食材です。今回はすき焼きの具材とし
て使用されました。給食を食べた北伊予小 1 年
生は「初めて食べた」「ダイコンみたい」などと
言いながら、おいしそうに食べていました。

 ▼ 11月2日

松前ひまわりが全国スポレク祭で優勝

　富山県で 10 月 16 日から 19 日まで開催された
「全国スポーツレクリエーション祭」の女子ソフ

トボールで、松前ひまわりがブロック優勝しまし
た。　
　チームは今年で結成 30 周年。メンバーは「記
念の年に結果を出すことができてうれしいです。
これからもチーム仲良く頑張っていきたい」と話
していました。

▼ 10月16日-19日

芋づるで綱引き大会

　さわやかな秋晴れのもと、黒田保育所の園児た
ちが、地域のおじいちゃんやおばあちゃんと綱引
きをしました。実はこの綱、芋づるのつる。一緒
に芋堀りをした後に、その芋づるを使って遊んだ
のです。
　「オーエス！オーエス」と声を出しながら大人
と子どもが引っ張っても切れない丈夫な芋づる
に、子どもたちは驚きながら楽しんでいました。

▼ 10月29日

待っていました　秋の収穫

　どろどろの芋づる植えから半年、大きなお芋が
たくさん実り、いよいよ収穫のときを迎えました。
この日を心待ちにしていた小富士保育所の園児た
ちは、植えたときと同じように、伊予高校 3 年
生のお兄さんやお姉さんと一緒になってお芋を堀
っていきました。せっかくなので、みんなで泥付
きの芋を持ち帰りました。食育として、汗して食
する体験ができたようです。

▼ 10月28日

まちのわだい
masaki's town news

横田の田んぼ・池と川を探検

地域の課題を整理し、子どもたちに素晴らし
いふるさとを残していこうと、ふるさとづくりワ
ークショップ「ふるさと探検！横田の田んぼ・池
と川」が横田で開催されました。参加者は地域の
歴史や自然、良いところや課題などを、自分たち
の目や足で確認しました。探検中には、史跡やお
地蔵さんにまつわる話なども聞き、ふるさとを再
確認していました。

▼ 11月14日

おじいちゃんたちとお餅つき

宗意原保育所の園児たちが、松前校区老人ク
ラブの皆さんとお餅つきをしました。

園児たちは、おじいちゃんと一緒に大きなき
ねを持ち「ヨイショ　ヨイショ」の掛け声でお餅
をついて、おばあちゃんと一緒にお餅を丸めまし
た。みんなで協力したおかげで、おいしいお餅が
できました。つきたてのあんこ餅をほおばるみん
なの表情はうれしそうでした。

▼ 11月5日

町内の子どもたちが音楽交流

　松前総合文化センターで、町立幼稚園、ひまわ
り少年少女合唱団、町内各小・中学校、県立伊予
高等学校吹奏楽部の皆さんによる音楽発表交歓会
が開催されました。
　この交歓会は、音楽を通して交流を深めること
を目的に開催されているものです。子どもたちは
お互いの合唱や合奏などを鑑賞して、楽しいひと
時を過ごしました。

▼ 11月12日

ふるさとの水辺をきれいに

　大井手川・神寄川周辺地区の皆さんを中心に約
300 人が参加して、「ふるさとの水辺清掃ウォー
ク」が行われました。
　参加者は、上流から下流まで６つのエリアに分
かれて、川の中と周辺の清掃をしました。川の中
からはバイクや家電製品などの大型ごみも引き上
げられ、2 時間の活動で約６トンのごみを拾いま
した。

▼ 11月14日
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適
正
な
受
診
で
健
康
増
進
・

医
療
費
節
減
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
健
康
保
険（
以
下
、
国
保
）は
、

み
ん
な
で
費
用
を
負
担
し
合
い
、
個
々
の

医
療
費
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
健
康

保
険
制
度
で
す
。
ま
た
、
健
康
診
断
の

助
成
な
ど
、
病
気
を
予
防
す
る
た
め
の

保
健
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い

て
、
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
皆
さ
ん
の
保

険
税
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
適

正
な
受
診
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
医
療
費
増
加
の
原
因
】

1
慢
性
疾
患
患
者
の
増
加
、
重
複
受
診

な
ど

※
特
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）は
、
生
活
習
慣
病
の

大
本
と
い
わ
れ
、
医
療
費
の
増
加
に
大
き

く
影
響
し
て
い
ま
す
。

2
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
柔
道
整
復

施
術
な
ど
の
受
診
の
増
加

※
こ
れ
ら
の
場
合
、
療
養
費
と
し
て
保
険

給
付
さ
れ
ま
す
が
、
支
給
対
象
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。

　治療用装具を購入したり、柔道整復師、はり・き
ゅう、あん摩・マッサージ指圧師に施術を受けた
りした場合は「療養費」として保険給付されますが、
支給対象が限られていますのでご注意ください。

柔道整復師（整骨院・接骨院）のかかり方
　次の２つの場合に限って、国保が使えます。
①急性・亜急性の外傷性の捻挫、打撲、肉離れ
②骨折・脱臼
★次の場合は対象外です（全額自己負担）

・日常生活による単純な疲れや肩こり・腰痛など
・スポーツ後の筋肉痛
・病気（神経痛・リュウマチ・五十肩・関節炎・ヘ
ルニアなど）からくる痛みや凝り

・脳疾患後遺症などの慢性病
・病状の改善が見られない長期の施術
・同時に医師の治療を受けているもの

〈柔道整復師にかかるときの注意事項〉
◦負傷原因を正確に柔道整復師に伝える
◦医療機関との重複受診はしない
◦「療養費支給申請書」の内容を確認する
　※柔道整復は国保を使って施術を行った場合、
　ひと月ごとにその月中に行った施術について、
　「療養費支給申請書」を提出することになって
　います。

はり、きゅう、マッサージのかかり方
　保険医の承認があった場合に限って、国保が使
えます。
※単なる肩こりや腰痛のような症状で受療した場
合は対象外です。
※はり、きゅう、マッサージを受けた場合、療養
費払いになります。後日「療養費支給申請書」で
申請し、申請月の翌月に保険給付を受けることに
なります。
※はり、きゅう、マッサージを自宅で受けることがで
きるのは、歩行困難や家族の助けが受けられない
場合など、やむを得ない理由により通所できない
場合に限られ、医師の同意が必要です。

【
医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に
】

❶
お
医
者
さ
ん
に
上
手
に
か
か
り
ま
し

ょ
う

◦
重
複
受
診
や
、む
や
み
な
転
医
を
や
め

る◦
緊
急
時
以
外
は
、
時
間
外
・
休
日
受

診
を
避
け
る

◦
適
切
な
用
量
・
用
法
を
守
っ
て
薬
を

服
用
す
る

◦
か
か
り
つ
け
医
や
薬
局
を
持
つ

❷
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

◦
食
生
活
を
見
直
し
、
栄
養
・
運
動
・

休
養
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
生
活
を
心
掛
け
る

◦
定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
健
康
管
理

に
役
立
て
る

❸
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま

し
ょ
う

◦
ジェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、「
後
発
医
薬

品
」で
、
先
に
開
発
さ
れ
た
先
発
医
薬
品

の
特
許
期
間
が
満
了
し
た
後
に
発
売
さ

れ
た
薬
で
す
。
開
発
費
用
な
ど
が
大
幅

に
抑
え
ら
れ
る
た
め
、
安
い
価
格
で
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。
先
発
医
薬
品
と
効
き

目
や
成
分
は
同
じ
で
す
。

※
た
だ
し
、
す
べ
て
の
病
気
や
新
薬
に
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
は

医
師
・
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
保
険
課
医
療
保
険
係

　

☎
９
８
５
―
４
１
０
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柔道整復師、はり・きゅう、あんま・マ
ッサージ指圧師に施術を受けるときは

松
前
町
の
財
政
事
情

平
成
22
年
度
上
半
期
の
予
算
執
行
状
況

■特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）

区　分 予算額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合
国民健康保険 3,208,818 1,361,570 42.4 1,323,289 41.2

老人保健 2,078 1,285 61.8 0 0.0
後期高齢者医療 343,094 139,862 40.8 127,502 37.2

介護保険 2,360,602 1,004,502 42.6 918,612 38.9
公共下水道事業 689,234 357,188 51.8 277,316 40.2

■水道事業会計（企業会計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）

区　分 収入予算額 支出予算額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合
収益的収支 356,452 315,443 170,281 47.8 81,873 26.0
資本的収支 665,348 827,209 14,292 2.1 179,547 21.7

　

平
成
22
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日

～
９
月
30
日
）
の
予
算
執
行
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
９
月
末

で
91
億
６
４
１
１
万
１
千
円
（
前
年

度
に
比
べ
６
億
９
４
１
万
２
千
円
減

〔
△
６
．
２
％
〕）
で
す
。

◉
予
算
執
行
状
況

　

一
般
会
計
の
予
算
執
行
状
況
は
、

収
入
済
額
が
46
億
１
０
８
５
万
円

で
、
予
算
額
に
対
す
る
割
合
が
50
．

３
％
、
支
出
済
額
が
39
億
７
１
４
７

万
４
千
円
で
、
予
算
額
に
対
す
る
割

合
は
43
．
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

◉
地
方
債
な
ど
の
現
在
高

　

地
方
債
な
ど
の
現
在
高
は
、
一
般

会
計
が
97
億
７
３
５
８
万
１
千
円
、

上
水
道
事
業
会
計
が
20
億
１
５
８
９

万
円
、
公
共
下
水
道
特
別
会
計
が

49
億
９
７
７
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問
財
政
課
財
政
係　

☎
９
８
５
―
４
１
０
１

一般会計
予算総額　91 億 6,411 万 1 千円

収入済額　46 億 1,085 万円（収入割合 50.3％） 支出済額　39 億 7,147 万 4 千円（支出割合 43.3％）
25億 1,706 万 4 千円（61.8％）

町 税
（40億6,968万3千円）

地方交付税
（12億円）

町 債
（10億9,859万7千円）

国庫支出金
（7億1,014万6千円）

繰 入 金
（4億725万9千円）

そ の 他
（3億4,866万9千円）

県 支 出 金
（5億4,143万4千円）

繰 越 金
（2億2,998万5千円）

分担金及び負担金
（1億5,280万6千円）

地方特例交付金
（3,600 万円）

地方譲与税他
（3億6,953万2千円）

民 生 費
（28億7,368万3千円）

土 木 費
（13億2,950万6千円）

総 務 費
（12億332万8千円）

公 債 費
（10億6,204万8千円）

衛 生 費
（10億7,892万3千円）

そ の 他
（1,048 万 2 千円）

教 育 費
（7億 3,899 万円）

農林水産業費
（2億7,048万3千円）

議 会 費
（1億939万5千円）

商 工 費
（5,175 万 4 千円）

消 防 費
（4億3,551万9千円）

8億 6,647 万 2 千円（72.2％）

0円（0.0％）

0円（0.0％）

8,492 万 3 千円（15.7％）

1億 8,264 万円（49.4％）

3億 6,450 万 2 千円（158.5％）

6,336 万 7 千円（41.5％）

4,925 万 8 千円（136.8％）

1億 4,126 万 1 千円（40.5％）

3億 4,136 万 3 千円（48.1％）

11 億 9,316 万 8 千円（41.5％）

4億 6,064 万 1 千円（34.6％）

5億 6,114 万 4 千円（46.6％）

4億 6,906 万 2 千円（43.5％）

2億 8,109 万 4 千円（38.0％）

3億 306 万 3千円（69.6％）

7,599 万 7 千円（28.1％）

5,359 万 4 千円（49.0％）

4,387 万 3 千円（84.8％）

0円（0.0％）

5億 2,983 万 8 千円（49.9％）

■一般会計　予算額　91 億 6,411 万 1 千円

※科目名の下の（　）内の数字は予算額です。
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平
成
23
年
成
人
式

▼
日
時　

１
月
９
日（
日
）13
時
～

（
受
け
付
け
12
時
～　

記
念
撮
影
12
時

30
分
～
）

※
記
念
撮
影
を
先
に
行
い
ま
す
。
時
間

に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

▼
場
所　

松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー　

広
域
学
習
ホ
ー
ル

▼
内
容　

記
念
撮
影
、
町
長
式
辞
、
交

歓
会

▼
対
象
者　

平
成
２
年
４
月
２
日
～
３

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
松
前
町
に
住

民
登
録
・
外
国
人
登
録
の
あ
る
人

※
対
象
者
に
は
12
月
上
旬
に
は
が
き
で

ご
案
内
し
ま
す
。

※
進
学
・
就
職
な
ど
で
町
外
に
転
出
し

て
い
る
人
も
参
加
で
き
ま
す
。
希
望
者

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
９
８
５
―
４
１
３
５

まさきの  ecology  生活

省エネキャンペーン
　2010 冬
誰でも取り組める

「節電」「ガスの節約」で
省エネに取り組みませんか？

◉対象　❶節電コース

                 ❷ガスの節約コース
12・1・2 月分のそれぞれの検針票のうち、前年同月より使用量
が節減できたもの　
◉応募資格　・町内在住の人

　　　　　  ・家庭用の電気・ガスを使用している人
＊転入・転居などで前年実績がない場合は対象外です。
＊ガスの検針票の中に前年同月使用量の記載がない場合は、前年  
　同月の検針票を添付してください。

◉応募方法　検針票の裏 （コピー可）に、郵便番号、住所、電

　話番号を明記の上、直接持参するか郵送してください。
★省エネにどのように取り組まれたか、差し支えなければ事例
　も記載ください。
＊応募いただいた検針票は返却しません。
＊取得した個人情報は、抽選、当選発表のみに使用し、他の目的に
　使用しません。　
◉入選・賞品
1 等　10,000 円の商品券×１本
2 等　  5,000 円の商品券× 5 本
3 等　  1,000 円の商品券× 90 本
◉結果発表　町ホームページ・広報まさきで発表します。

◉締め切り　3 月 15 日（火）当日消印有効

◉応募先　〒 791-3192　松前町筒井 631 番地

　　　　　松前町役場町民課生活環境係　☎ 985―4117

松前総合文化センター会館自主事業

ヨネスケ文化講演会

問松前総合文化センター　☎ 985―4139

テーマ　 晩ごはんから見る日本の食文化

◦日時　12 月11日（土）　　
　　　　14 時　
　　　　（開場13 時）
◦場所　松前総合文化センター
　　　　広域学習ホール
◦料金　（全席自由）　
　前売り券 800 円　当日券 900 円

※未就学児童の入場はご遠慮ください。
※前売り券が完売した場合は当日券はありません。

◦ﾌ ﾚ゚ｲｶ ｲ゙ﾄﾞ　松前総合文化センター、エミフ
ル MASAKI、いよてつ高島屋、松前町商工会、
フジグラン松山

チケット好評発売中

省エネキャンペーン 2010 夏応募結果

応募数 削減量 二酸化炭素削減量

 節電コース　 67 件 5,661kW
2,147㎏

 ガスの節約コース 26 件 29㎥

多数のご応募ありがとうございました。当選者には、検針票の
名義人宛てに郵送でお知らせしています。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
案
内
事
業
者
が
変
更

日
本
年
金
機
構
は
、
本
年
10
月
１
日

か
ら
、
国
民
年
金
加
入
期
間
の
う
ち
、

過
去
２
年
以
内
で
保
険
料
が
納
め
忘
れ

と
な
っ
て
い
る
人
に
対
す
る
納
付
の
案

内
や
免
除
等
申
請
手
続
き
の
勧
奨
と
保

険
料
の
収
納
業
務
を（
株
）
ア
イ
ヴ
ィ

ジ
ッ
ト
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
納
付
案
内
に
必
要
な
保

険
料
の
未
納
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す

が
、「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
」や
本
事
業
に
係
る「
委
託
契
約
書
」

な
ど
で
、
目
的
外
使
用
や
閲
覧
、
漏
え

い
、
複
写
を
禁
じ
る
な
ど
厳
格
な
安
全

管
理
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

※（
株
）
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト
は
、
お
客

様
が
保
険
料
の
納
付
書
を
持
っ
て
い
る

場
合
に
限
り
、
保
険
料
を
お
預
か
り
し

て
収
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い

ま
す
。
保
険
料
の
納
付
書
を
持
っ
て
な

い
人
か
ら
現
金
を
お
預
か
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
松
山
西
年
金
事
務
所
ま

で
。

問
㈱
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト

☎
０
１
２
０
―
９
８
９
―
４
２
８

　

松
山
西
年
金
事
務
所

　

☎
９
２
５
―
５
１
７
５

▼
申
請
に
必
要
な
物

❶
官
公
署
発
行
の
写
真
付
き
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

❷
印
鑑　

※
写
真
付
き
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
で

な
い
場
合
や
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間　

平
日
９
時
～
16
時　
　

問
町
民
課
住
民
係☎

９
８
５
―
４
１
０
５

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ

ー
ド
）
は
、
簡
単
に
交
付
が
受
け
ら
れ

る
安
全
性
に
優
れ
た
IC
カ
ー
ド
で
す
。

顔
写
真
付
き
の
も
の
で
あ
れ
ば
、

免
許
証
な
ど
と
同
様
に
公
的
な
身
分
証

明
書
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

写
真
も
そ
の
場
で
撮
り
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
発
行
手
数
料　

平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
無
料 （
そ
の
後
は
５
０
０
円
）

無
料
の
う
ち
に
住
基
カ
ー
ド
を
作
ろ
う

あなたの作った野菜を   ★
学校給食に  　　     希望者募集★

★申込先　産業課農業係　☎ 985-4119

★量は？　どうやって申し込むの？
　学校給食では、さまざまな野菜を利用して献立を考えていますの
で、新鮮であれば形や量は問いません。町内で農業を経営していて、
給食センターに直接搬入（販売）できる人を募集します。希望者は「住
所・氏名・商品（野菜）名」を 12 月末までにご連絡ください。後日（1
月予定）、申込者の皆さんに集まっていただき、説明会を開催します。

　「松前町食育推進計
画」の４本柱の一つで
ある地産地消推進事業
の一環として、地元の
野菜を今まで以上に学
校給食に利用したいと
考えています。

統計調査にご協力を ！
　12 月 31 日現在で平成 22 年工業統計調査
が行われます。製造事業所には 12 月から来年
1 月までにかけて、愛媛県知事から任命され
た調査員がお伺いしますので、ご協力をお願
いします。なお、提出していただいた調査票
の内容は、統計法に基づき秘密が守られます。

問財政課統計電算係　☎ 985―4101

松前町出身の故白石春樹氏
（元愛媛県知事）より寄贈された貴重な書、漢詩
や町所有の民具を展示します。この機会にぜひ
ご鑑賞ください。

問松前総合文化センター　☎ 985-4139

松前町所蔵展
１/4 火～ 1/10 月
９時～ 17 時
松前総合文化センター
ふれあい展示室　入場無料
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Information　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▼
日
時　

２
月
13
日（
日
）13
時
30
分
開

演（
予
定
）

▼
内
容　

松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の

舞
台
上
で
で
き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
可

（
邦
楽
・
舞
踊
・
ダ
ン
ス
・
手
品
・
落
語
・

吟
詠
・
剣
詩
舞
・
腹
話
術
・
軽
音
楽
・

コ
ー
ラ
ス
・
和
太
鼓
・
け
ん
玉
な
ど
）

▼
出
演
時
間　

原
則
10
分
ま
で（
準
備
・

撤
去
時
間
を
含
む
）

▼
締
め
切
り　

12
月
25
日（
土
）

▼
主
催　

松
前
町
文
化
協
会

※
募
集
要
項
は
、
松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
と
、
東
・
西
・
北
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

※
作
品
出
展
者
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
。

▼
申
込
先　

松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内　

松
前
町
文
化
協
会
事
務
局

☎
９
８
５
―
１
３
１
３

第
４
回
ま
ち
お
こ
し
演
芸
名

人
会
出
場
者

募 

集

▼
日
時　

１
月
16
日（
日
）９
時
～

▼
場
所　

松
前
小
学
校
体
育
館

▼
種
目　

①
一
般
の
部　

１
部（
上
級

者
）男
女
別
ダ
ブ
ル
ス　

②
一
般
の
部

２
部　

男
女
別
ダ
ブ
ル
ス

※
１
、２
部
を
統
合
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
も
し
く
は

勤
務
す
る
人（
学
生
・
生
徒
可
）

▼
申
し
込
み　

松
前
公
園
体
育
館
、
文

化
ン
タ
ー
、
東
・
西
・
北
公
民
館
ま
で
。

▼
締
め
切
り　

１
月
７
日（
金
）17
時

問
松
前
公
園
体
育
館
内　

松
前
町
体
育

協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

☎
９
８
５
―
４
１
３
８

▼
日
時　

12
月
６
日（
月
）９
時
～
21
時

▼
電
話
番
号　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０
―
４
５
９
―
７
３
７

▼
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

▼
主
催　

松
山
地
方
法
務
局　

愛
媛
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

問
松
山
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

☎
９
３
２
―
０
８
８
８

第
33
回
松
前
町
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
出
場
者

▼
相
談
内
容　

差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐

待
、
い
じ
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

な
ど
、
家
庭
及
び
近
隣
関
係
な
ど
に
お

け
る
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談（
予
約
不
要
・
無
料
・
秘
密
厳
守
）

人
権
問
題
に
関
す
る
12
時
間

電
話
相
談

▼
応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未
満

（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）の
男
子

▼
試
験
日　
〔
一
次
〕１
月
22
日（
土
）　

〔
二
次
〕２
月
５
日（
土
）
～
８
日（
火
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

▼
試
験
会
場　
〔
一
次
〕松
山
市
農
協
ビ

ル　
〔
二
次
〕陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

▼
試
験
科
目　
〔
一
次
〕学
科
試
験　

〔
二
次
〕口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

▼
合
格
発
表　

２
月
25
日（
金
）

▼
締
め
切
り　

１
月
７
日（
金
）

問
自
衛
隊
松
山
募
集
案
内
所

☎
９
４
７
―
３
０
４
０

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒

ウインターボランティア
キャンペーン 2010

○ 12 月の納税 ○

納期限は 12 月 27 日月
◎納期限内にお納めください◎

人のうごき
（Ｈ 22.10.31 現在）

区分 人口 前月比

男 14,987  － 66

女 16,419  － 18

合計 31,397  － 84

世帯 12,795  － 33

口座振替は 12 月 27 日月

固定資産税　　　　　　    第 3 期
国民健康保険税（普通徴収）　　　   第６期

町県民税・国民健康保険税（特別徴収分）12 月期
分は年金支給日に差し引き納付となります。

小児の場合は、毎日19 時から23 時まで、短縮ダイヤ
ル♯８０００で小児救急医療電話相談を開設してい
ます。
救急車を呼ぶ前に、ご利用ください。

　今年も慌ただしい「師走」となりました。実は
救急車の出場件数も12 月が年間で最も多いの
です。
　この時期に発生しやすい事故を未然に防ぐた
め、その傾向や注意点を知り、事前に対策を立
てておきましょう。

    飲酒による事故をなくそう
≪予防のポイント≫
1自分の適量を知り、その日の体調に注意。
2一気飲みは絶対にしない。
3飲酒の無理強いはしない。

    餅や食べ物による
窒息をなくそう

≪予防のポイント≫
1餅や肉などは、小さく切って食べやすい大きさ
にする。
2急いで飲み込むことなく、ゆっくり噛んで食べ
る。
3高齢者は、なるべく家族と一緒に食事をする。

     入浴中の事故をなくそう
≪予防のポイント≫
1湯温は 39℃～ 41℃くらいにする。
2脱衣場や浴室の室温が低くならないようにす
る。
3食事直後や深夜は入浴しない。
4心肺の慢性疾患や高血圧症を持つ人は半身浴
が望ましい。
5心疾患がある人や高齢者が一人で入浴する場
合は、ときどき声をかけて様子をみる。

急な病気やけがをした場合に、
「救急車を呼んだ方がいいのかな？」
「すぐ病院に行った方がいいのかな？」など

迷ったときは、
松前消防署
☎９８４－３４０４
までご連絡
ください。

年末年始の救急事故を防ごう

19 時～ 23 時

松前消防署☎ 984―3404

消防署
だより

　

年
末
は
、
毎
年
交
通
事
故
が
多
発
し

ま
す
。
一
人
一
人
が
、
交
通
安
全
に
気

を
つ
け
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン　

　

お
も
い
や
り　

愛
が
あ
ふ
れ
る　

伊

予
の
道 

▼
運
動
重
点 

1
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

2
飲
酒
運
転
の
根
絶

3
夕
暮
れ
時
・
夜
間
の
交
通
事
故
防
止 

問
伊
予
交
通
安
全
協
会　

☎
９
８
２
―
７
０
８
１

　

町
民
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
係

☎
９
８
５
―
４
２
２
８

12 月１日～ 1 月 31 日

問社会福祉協議会　☎ 985―3200
県県民活動推進課　　☎ 912-2305

さあ、冬ボラの季節がやってきまし
た！  ココロもカラダも暖かくなるボ
ランティアをみんなでしませんか？

相 

談

12
月
21
日
～
12
月
31
日

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

相 

談
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叶田サツキさん

　

飛
鳥
時
代
に
中
国
か
ら
伝
わ

っ
た
と
い
わ
れ
る
「
手
ま
り
」。

か
つ
て
は
貴
族
や
お
姫
様
の
遊

具
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
が
、
江

戸
時
代
に
城
下
に
も
広
が
り
、

や
が
て
縁
起
を
担
ぐ
飾
り
物

に
。
そ
の
丸
い
形
か
ら
円
満
な

家
庭
を
築
く
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
嫁
ぐ
娘
に
持
た
せ
た
り
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
贈
ら
れ
た
り
し
て
き
た
。　

　

松
前
に
は
古
く
か
ら
「
手
ま

り
飾
り
」
の
風
習
が
あ
る
。
正

月
飾
り
の一つ
と
し
て
小
正
月
ま

で
、
門
松
や
し
め
飾
り
と一緒
に
、

柳
の
枝
に
手
ま
り
や
か
る
や
け

の
球
を
つ
る
し
て
き
た
。「
今
年

も
豊
作
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」

と
い
う
農
家
の
願
い
が
込
め
ら
れ

た
飾
り
物
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

河
川
改
修
が
進
ん
で
柳
が
減

っ
た
今
、
か
る
や
け
を
売
る
店

や
作
り
物
を
飾
る
家
も
少
な
く

な
っ
た
。

小
さ
な
ま
ち
の

古
き
良
き
を

巡
る

Part_1

手
に
す
る
人
の
幸
福
を
祈
っ
て
、

農
家
の
豊
作
を
願
っ
て
作
り
、
飾
る

世
界
に
一
つ
の
装
飾
品

ま
さ
き
の
生
活
・
文
化
・
伝
統
・
風
習
を
未
来
へ

―

　
「
友
達
が
し

よ
る
ん
を
見

て
覚
え
た
ん

よ
」
と
い
う
叶

田
サ
ツ
キ
さ
ん

（
84
）
＝
大
間

＝
は
、
25
年
前

か
ら
手
ま
り
を

作
って
い
る
。

　
「
贈
る
人
、

見
て
く
れ
る
人

に
喜
ば
れ
る
ん
が
う
れ
し
い
け

ん
」
と
微
笑
み
な
が
ら
手
際
よ

く
編
ん
で
い
く
。

　

手
に
す
る
人
の
幸
福
を
祈
っ

て
、
農
家
の
豊
作
を
願
っ
て
、
一

つ一つ
心
を
込
め
て
作
る
手
ま
り

は
、
同
じ
物
が
二
つ
と
無
い
世
界

に
一つ
の
装
飾
品
。「
出
来
上
が

り
も
楽
し
み
だ
け
ど
、
作
っ
て
い

る
時
は
も
っ
と
楽
し
い
」。

　

古
き
良
き
時
代
を
今
に
受
け

継
ぐ
サ
ツ
キ
さ
ん
の
家
は
、
優

し
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

1_すくもをビニール袋に入れて固
め、芯を作る。毛糸を巻き付けなが
ら丸い形に整える。その上を毛糸が
見えなくなるまで飾り糸で覆う
2_円の中心点を決め、作る模様に
よって 4～ 16 等分にする。編むとき
の基礎となる柱を立てる
3_リリアンを使って模様を作る。先
に作った柱を基準に放射線状に編ん
でいく。リリアンの糸を引っ張って
広げながら編んでいくのがポイント
4_色糸を幾重にも編んで形を整えて
いく。このとき、糸は「重ねていく」
ではなく「横に並べていく」のが美
しく見えるコツ。下面も同様に編む
5_上と下をつなぐ帯を編んだら模様
は完成。飾りひもを付ける中心点を
とる。まち針とリリアンを使って、
どこから計っても同じ長さになる位
置を中心に決める
6_中心を決めたら、かぎ針を使って
帯下に飾りひも用のリリアンを通す。
反対面にも同じようにリリアンを通
し、房を結び付けたら出来上がり

1

2

3

4

5

6

一針ずつ刺していく手まり。
同じ模様でも作り手の色使い
やちょっとした針のさし方で
出来上りが違う。唯一無二の
装飾品だ

7

8910

7_赤、黄、緑などベースの色との兼ね合い、糸と
糸の並びなどを考えながら、合う色を選んでいく
8_手まりの中身はすくも（稲のもみがら）。最近は、
発砲スチロールの中身を使う人もいるが、サツキ
さんはすくもを使う
9_すくもをビニール袋に入れて糸で巻いて丸い形
にしていく。お金をかけずに工夫しながら楽しむ
のがサツキさん流
10_門松やしめ飾りと同じように、正月には玄関の
柱に柳をしばり、心を込めて作った手まりをつる
す。家庭の幸福や農家の豊作を願う

手まりの作り方
まさきの手まり

（84）大間 Kanada Satsuki
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図
書館

松
前
町
ふ
る
さ
と

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

筒
井
６
３
３

☎
９
８
５

－

４
１
４
０

包
括支援

12
月
の
新
刊

◆
マ
リ
ア
ビ
ー
ト
ル
／
伊
坂　

幸
太
郎

◆
お
台
場
ア
イ
ラ
ン
ド
ベ
イ
ビ
ー
／
伊
与
原　

新

◆
往
復
書
簡
／
湊　

か
な
え

◆
孤
舟
／
渡
辺　

淳
一

◆
神
様
の
カ
ル
テ
２
／
夏
川　

草
介

◆
十
津
川
警
部
君
は
、
あ
の
Ｓ
Ｌ
を
見
た
か
／
西
村　

　

京
太
郎

◆
再
生
へ
の
道
標
／
佐
伯　

正
夫

◆
デ
フ
レ
の
正
体
／
藻
谷　

浩
介

※
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。

松
前
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

筒
井
７
１
０

－

１

☎
９
８
５

－

４
２
０
５

公共施設か　らのお便り

日時　　12 月 18 日㊏　11 時
場所　　文化センター２階
　　　　第２研修室
絵本や紙しばい、パネルシアターなど
を使って毎回楽しいおはなしをします。
皆さん、ぜひ来てみてください。

12 月のふるさとライブラリー

○開館時間　9 時 30 分～ 19 時
○休館日　　12 月 28 日㊋ ~1 月 4 日㊋

おはなしかい

西
公民館

北
黒
田
９
６
６
―
２

☎
９
８
４

－

５
３
１
３

東
公民館

神
崎
２
１
０

☎
９
８
４

－

１
１
５
９

北
公民館

昌
農
内
４
５
６
―
１

☎
９
８
４

－

７
５
２
９

ようこそ断捨離へ
やましたひでこ著 / 宝島社

再会
横関大著 / 講談社

幼なじみの４人が校庭に埋めた拳
銃は、23 年の時を経て再び放たれ
た。それぞれの思い出が重なるとき、
時を越えたさらなる真実が目を覚ま
す。第 56 回江戸川乱歩賞受賞。

小惑星探査機「はやぶさ」
宇宙の旅
佐藤真澄著 / 汐文社

いくつもの「世界初」を背負った航海
の始まりから小惑星イトカワでのミッ
ション、絶対絶命の危機と執念の復活、
地球への帰還まで、小惑星探査機「は
やぶさ」の７年間の感動ストーリー。

わすれられないおくりもの
スーザン・バーレイ作・絵 / 評論社

みんなにとても頼りにされていたアナ
グマが冬のはじめに死んだ。友を失い、
みんなどうしていいかわからない。友
達の素晴しさ、生きるための知恵を伝
えあう大切さを語り、感動を残す絵本。

使わないモノは手放す。心の執着を
手放す行法哲学「断行・捨行・離行」
を応用した、誰もが実践できる片付け
術「断捨離」の考え方やノウハウを紹介。
プログ『断捨離通信』を単行本化。

児童書

一般書 一般書

絵本

北
伊
予
小
学
校

放
課
後
子
ど
も
教
室

北
伊
予
っ
子
の
放
課
後
の
過
ご
し
方
の
一
つ
と
し

て
「
北
伊
予
小
学
校
放
課
後
こ
ど
も
教
室
」
を
毎
週
金

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

自
由
遊
び
を
中
心
に
、
囲
碁
、
紙
芝
居
、
俳
句
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
北
伊
予
の
人
た
ち
と
一
緒
に
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
写
真
は
先
日
実
施
し

た
お
む
す
び
作
り
の
様
子
で
す
。

当
教
室
で
は
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ

る
元
や
ん
ち
ゃ
坊
主
や
元
お
て
ん
ば
さ
ん
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
東
公
民
館
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

10
月
31
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
ま
さ
き
文
化
祭
の

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
に
、
松
前
校
区
愛
護
部
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

出
店
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
綿
菓
子
。
朝
早

く
か
ら
下
ご
し
ら
え
を
し
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
、
こ

ん
が
り
と
焼
い
て
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
に
包
ん
で
売
り
ま
し

た
。
綿
菓
子
は
、
自
分
の
頭
よ
り
も
大
き
な
サ
イ
ズ
で

販
売
し
ま
し
た
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
に
も
人
気

だ
っ
た
綿
菓
子
。
そ
の
甘
い
香
り
や
口
の
中
に
入
れ
る

と
す
ぐ
に
溶
け
る
綿
菓
子
の
味
が
、
大
人
た
ち
に
幼
い

こ
ろ
の
縁
日
を
思
い
出
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
子

ど
も
た
ち
も
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

雨
が
降
っ
て
き
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
役
員
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
大
盛
況
で
し
た
。

松
前
校
区
愛
護
部

文
化
祭
で
の
一
日
出
店

第
６
回
の
寿
大
学
は
10
月
12
日
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴

れ
の
も
と
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
日
参
加
し
た
の
は
46
人
。
個
人
戦
と
し
て
、
２

ラ
ウ
ン
ド
16
ホ
ー
ル
の
合
計
打
数
を
競
い
ま
し
た
。
15

位
ま
で
の
個
人
賞
と
特
別
賞
の
獲
得
を
目
指
し
て
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
一
打
一
打
、
集
中
し
て
プ
レ
ー
し
て

い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
好
成
績
で
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
13
人
（
延

べ
24
回
）
が
出
す
な
ど
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
、
健
康
維
持
・
増
進
、

ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
も
う

皮
膚
の
乾
燥
と
ケ
ア

　

加
齢
と
と
も
に
皮
膚
が
老
化
し
、
皮
膚
表
面
の
水
分

が
失
わ
れ
る
と
、
か
ゆ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
寒
い
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
す
る
の
で

要
注
意
で
す
。

　

顔
よ
り
体
の
方
が
皮
脂
量
が
少
な
く
、
特
に
手
足
が

乾
燥
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
顔
で
は
、
皮
脂
分
泌
の
少

な
い
目
や
口
の
周
り
が
乾
燥
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

◆
皮
膚
の
乾
燥
を
防
ぐ
コ
ツ

・
せ
っ
け
ん
な
ど
を
使
い
す
ぎ
な
い

・
ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
な
ど
で
強
く
洗
う
と
必
要
な
皮
脂

　

ま
で
取
る
の
で
、
ガ
ー
ゼ
や
手
な
ど
で
優
し
く
洗
う

・
保
湿
効
果
の
あ
る
化
粧
品
や
保
湿
外
用
剤
を
塗
り
、

　

水
分
の
蒸
発
を
防
ぐ

・
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
皮
膚
を
か
か
な
い

・
暖
房
を
使
う
と
乾
燥
す
る
の
で
、
加
湿
器
を
使
う
な

　

ど
し
て
湿
度
を
保
つ

・
適
切
に
水
分
を
と
り
、
皮
膚
を
潤
す

・
保
湿
効
果
の
あ
る
入
浴
剤
を
利
用
す
る

・
熱
い
お
風
呂
は
、
皮
膚
の
温
度
が
急
に
高
く
な
り
か

　

ゆ
み
が
増
す
た
め
、
ぬ
る
め
（
冬
：
約
40
度
）
に
設

　

定
す
る
。

　

こ
の
冬
は
、
皮
膚
の
ケ
ア
と
環
境
対
策
を
行
い
、
皮

膚
の
潤
い
を
保
っ
て
、気
持
ち
よ
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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１歳です。よろしくね

Smile &  Smile       

頑張る子どもたちを紹介します

ふるさと歴史散歩
～松前史談会レポート～

Boys&Girls,Be Ambitious!

問　松前史談会（鷲野）☎ 984-5439

67

近
こんどう

藤　真
まこと

 くん
恵久美
平成 21 年 12 月 24 日生

（父）収さん
（母）治子さん

元気にすくすく育ってね♥

亀
か め い

井　美
み さ き

咲 ちゃん
宗意原
平成 21 年 12 月 20 日生

（父）敏彦さん
（母）春美さん

可愛い美咲ちゃん。
家族みんなの宝物だよ。

大
おおくぼ

窪　琉
る い

音 くん
大間
平成 21 年 12 月 8 日生

（父）卓さん
（母）いずみさん

誕生日おめでとう♥
笑顔で元気に育ってね。

　北伊予地区は早くから拓け、古い歴史がある。松前町
の東部約三分の一の面積を持つこの地区を経て、全ての
水が町内に流れている。水源地として多くの泉が大切に
されてきたが、今は少ない。ひょこたん池・福徳泉・有
明泉が親水公園として整備され、松前町民の大切な財産
となっている。
❶素鵞神社（横田）
　カントリーエレベーターと大谷川（横田川）横田橋
の中間にある。かっては、祇園社と称した。明治以
降、素鵞神社に改称したと思われる旧村社が大間・中
川原・東古泉・大溝にもある。主祭神は、素

す さ の お の み こ と

戔嗚尊
（健

た け は や す さ の お の み こ と

速須佐之男命）であるが、配神が由来を教えてくれる。
❷伊予神社（神崎）
　延喜式内名神大社である。入らずの森・五輪の塔が有
名であるが、豪壮な屋根組や長州大工の彫刻は素晴らしい。
❸晴光院（神崎）　
　伊予神社の別当寺として栄えた大寺であるが、河野
氏滅亡と共に衰微し、その後、曹洞宗の寺院として
再興された。伊予親王直筆大般若経・微

び さ ん

山和尚宛の
住
じ ゅ う じ し ょ く ぶ に ん じ ょ う

持職補任状（薄墨の綸旨）などの寺宝があり、菊花
十六弁の紋章の使用が許されている。

松前町北伊予を訪ねるⅡ

岡田小学校 6 年生の隅田沙也加ちゃん。10
月 25 日に行われた伊予地区陸上競技大会の 60
メートルハードル走では大会新記録で優勝し、11
月 8 日の県記録会では、9 秒 89 の自己ベストを
出して 3 位に入賞した女の子です。

「9 月から練習を始めました。最初は 100 メー
トル走の練習をしていたけど、先生にハードルを
勧められて。タイムがよかったのでハードル走の
選手になりました。先生や家族にアドバイスをも
らいながら練習していたら、もっとタイムがよく
なりました。町内の大会でも伊予地区の大会で
も新記録が出せてうれしかったです」とにっこり。

陸上だけでなく、水泳やスポ少にも一生懸命
な沙也加ちゃん。「スポ少の練習は週に 5 回あり
ます。しんどいときもあるけれど、お父さんやお
母さんが話を聞いてくれたり、試合に応援にきて
くれたりして励ましてくれます。家族の支えがあ
るから頑張れます」と話します。スポーツを頑張
ることができるパワーの源 “ 家族の支え ” に感謝
しながら、今日も努力を重ねています。

伊予地区陸上大会ハードル走で新記録

隅田   沙也加 ちゃん  岡田小 6 年・西古泉
Sumida  Sayaka

大
お お の

野　愛
ま な か

佳 ちゃん
宗意原
平成 21 年 12 月 3 日生

（父）正志さん
（母）みどりさん

優しい女の子に育ってね！

小
お ぐ ら

倉　桃
も も か

華 ちゃん
北黒田
平成 21 年 12 月 30 日生

（父）智希さん
（母）伸子さん

いつもみんなのアイドル
おてんばももちゃん♥

おうちで給食

五目きんぴら

◦ 作り方 ◦

１
２

３

ジャガ芋を千切りにし、からっと揚げる。

ゴボウはささがき、平天は５ミリ幅の短冊、水で戻し
た干ししいたけとニンジンは千切りにする。

牛もも肉を炒めて火が通れば、他の材料を入れて炒
め、砂糖と水を入れる。

水分がなくなれば、しょうゆを入れて味を調える。４

◦ 材料 ◦　（4 人分）

牛 も も 肉 ……………100g
ゴ ボ ウ ………………1/2 本
平 天 ……………………1 枚
ニンジン………………1/4 本
糸 こん にゃく…………60g
干ししいたけ……………3g

ジ ャ ガ 芋 ………… 小 1 個
揚げ油…………………適量
砂 糖………………大さじ 1
薄口しょうゆ………小さじ 1
濃い口しょうゆ……小さじ 1
水 …………………40 ㏄

recipe

27

1伊予神社
　唐破風と千鳥破風を備えた
入母屋造りの拝殿の大屋根。正
面の彫刻は門井友祐作という
2晴光院
　山門のは菊花十六弁の紋章。
勅使が数回下向したという

12 月 11 日㈯は “ 俳句の里 ” 垣生巡り（松山市）を予定。
8 時 30 分、松前町庁舎南駐車場出発。

1

2

揚げたジャガ芋を加え、さっと混ぜあわせる。５

背景が明るい横長の写真（デジタルデ
ータも可）を持参してください。
＊先着 6 人です。

募集期間　12 月 1 日㊌～ 12 月 15 日㊌

▼総務課広報情報係　☎ 985-4132

２月に１歳になるお子さん募集
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〶
 791-3192

愛
媛

県
伊

予
郡

松
前

町
大

字
筒

井
631

☎
 089-985-2111 （

代
）

発
　
行
／
松
前
町

編
　
集
／
広
報
編
集
委
員
会

発
行
日
／
平
成
22年

12月
1日

こ
の
広
報
紙
は
、
資
源
保
護

と
環
境
に
配
慮
し
て
大
豆
油

イ
ン
キ
、
再
生
紙
、
水
な
し

印
刷
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

■松前町ホームページアドレス　http://www.town.masaki.ehime.jp/　■携帯電話　http://www.town.masaki.ehime.jp/i/

ま
さ

き
    ❖

    2010-12
広

報

▼
編
集
後
記

　
「
こ
の
笑
顔
を
見
せ
る
た
め

に
、
ど
れ
だ
け
の
努
力
を
し
て

き
た
の
だ
ろ
う
」

　

全
国
む
ら
芝
居
サ
ミ
ッ
ト

で
、
徳
丸
一
座
の
皆
さ
ん
が
芝

居
終
了
後
に
客
席
に
向
け
た
満

面
の
笑
み
を
カ
メ
ラ
に
納
め
な

が
ら
、目
頭
を
熱
く
し
ま
し
た
。

客
席
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
同

じ
よ
う
に
目
頭
を
熱
く
し
て
い

る
人
の
姿
。
こ
の
芝
居
に
大
勢

の
人
が
感
動
し
た
の
は
、
義
農

作
兵
衛
の
奉
仕
の
心
を
見
た
か

ら
だ
け
で
は
な
く
、
役
者
の
皆

さ
ん
の
努
力
を
見
た
か
ら
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
半
年

続
い
た
と
い
う
練
習
。
本
当
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
感
動
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
伝
統
や
風
習
を
伝

え
て
い
く
新
コ
ー
ナ
ー
「
小

さ
な
ま
ち
の
古
き
良
き
を
巡

る
」
で
サ
ツ
キ
さ
ん
に
手
ま

り
の
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
私
も
一
緒
に
手

ま
り
を
作
り
ま
し
た
。
最
近

や
っ
と
一
つ
完
成
。
な
ん
と

か
頑
張
っ
て
お
正
月
に
は
一

つ
で
な
く
い
く
つ
も
手
ま
り

を
飾
り
た
い
で
す
。（
高
橋
）

ってこーわい

　　ってこーわい
行

会 No. 27

「まさき体協シニア」
チームワークの良さは
どこにも負けない

　「ソフトボールが好きで好きで仕方な
い」。そんな人ばかりが集まって、練習を
重ねている「まさき体協シニア」。健康第
一を重視し、仲間づくりを目的に、平成
14 年度に結成されました。現在、60 歳
から 79 歳まで 20 人が所属しています。
チームの練習は火曜日から金曜日まで、
町民グランドで 1 日３時間。60 歳以上の
シニア、65 歳以上のハイシニア、68 歳以
上の古希チームに分かれますが、練習は
毎回合同で行っています。メンバーがお
互いに指導し合いながら、時には厳しく、
時には楽しく活動しています。
　ハイシニアの監督であり、最年長選手
である田辺伊佐夫さん（79）は「このチー
ムはソフトボールも強いけど、仲間の結束
力はもっと強い。このチームワークの良さ
はどこにも負けんよ。日本一いいチームで
す」と胸を張ります。
　週に４回の練習と、県内の大会や毎年
行われている全国の交流大会に参加しな
がら、結束力を深めているまさき体協シ
ニアには、夢と希望があふれています。

１

１　元気いっぱい練習に励むまさ
き体協シニアの皆さん
２　バッティング練習では、メン
バー同士で声を掛け合う

現在、59 歳以上のメンバーを募
集しています。興味のある人はご
連絡を。（宇野）☎ 984-8575
　

２

１

12 月議会

平成 22 年松前町議会第 4 回定例
会（12 月議会）の開催は、12 月
7 日（火）を予定しています。

問議会事務局 ☎ 985-4130


